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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

しあわせしあわせしあわせ
わかまつ社協だより

124No.

基本目標 Ⅰ  
①  広報・啓発の強化〔広報・啓発物の作成、ホームページの活用〕
②  福祉教育の推進〔学校や施設と連携した子どもの福祉教育〕
③  地域福祉人材の育成〔地域活動者研修の開催〕

基本目標 Ⅲ　
①  権利の擁護と相談体制の充実
②  社会参加・自立の支援
③  調査・研究、提言

①  校(地)区社会福祉協議会の推進基盤強化
②  区社会福祉協議会の推進基盤強化
③  会員制度の普及
④  収益事業の実施による自主財源の確保

基本目標 Ⅱ  
　
①  小地域福祉活動の活性化〔校(地)区社協の事業支援〕
②  ボランティア・市民活動の支援〔相談受付等の充実〕
③  災害時の福祉救援体制づくり
④  社会福祉関係機関・団体と連携した地域づくり〔民生委員・児童委員との連携強化〕
⑤  小地域福祉活動計画の推進

令和元年度 若松区社会福祉協議会事業計画令和元年度 若松区社会福祉協議会事業計画

　
　若松区社会福祉協議会では、「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」の
実現のため、地域の実情や課題の把握に努めるとともに、校（地）区社会福祉協議会を
はじめとする関係機関・団体との協働により、地域福祉の再構築に向けた取り組みや、
地域住民主体による支えあい活動を支援してまいりました。
　本年も「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」実現のため、３つの基本
目標を掲げ、福祉のまちづくりを進めていきます。

　若松区社会福祉協議会は、本年４月１日に北九州市社会福祉協議会と合併
し、社会福祉法人　北九州市社会福祉協議会　若松区事務所（通称：若松区
社会福祉協議会）となりました。今後は市社協・区事務所が一体となって、
地域福祉推進に努めてまいります。

住民、関係機関・団体のネットワーク
　　　　で身近な福祉活動を進めよう

一人ひとりの安全で安心な暮らしを守ろう

みんなで福祉の風土を広げよう

推進基盤の強化

若松区社会福祉協

災害ボランティアセンター設置運営訓練

サロン事業
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高須地区で「たかすちょこっと応援タイ」が活動しています！
　高須地区社会福祉協議会は、“住みよい　やさしいまちづくり”のた
めに、高齢者を支援する「見守り活動」「サロン活動」を実施してい
ます。これらに加えて生活支援の一環として日常の暮らしでお困りの
ちょっとした家事作業などをチケット制で応援する「たかすちょこっ
と応援タイ」を発足させ、活動しています。対象となる方は、高須地
区にお住まいの一人暮らし高齢者や、高齢夫婦のみの世帯、障害・病
気で困ってい
る方です。

　この助け合いの輪が高須の人々の中に広が
るよう若松区社会福祉協議会も支援していき
ます。詳しくは市民センターに配置された地
域生活支援相談員、または福祉協力員にお尋
ねください。

【高須地区】 （高須東お話しサロン） 【二島校区】 （西26区サロン）

地域の人に不公平に
ならないように、二島
駅前年長者いこいの家
と東二島公民館を交
互に使って行っていま
す。 前半は手芸・工作
をし、後半はお茶を飲
みながらの楽しいおし
ゃべりです。

仕事や生活などの困りごとを共に考え支援します

仕事や借金、家族関係など様々な理由で経済的にお困り
の方のご相談をお聞きし、各種関連機関と連携しなが
ら、共に考え、それぞれの状況に応じた支援を行います。

TEL ７６１－５３２１（内線430）

ご相談はお住まいの区の窓口へ
月～金曜日8:30～17:15（祝日・年末年始を除く）
いのちをつなぐネットワークコーナー

若松区役所　保健福祉課

　仕事
に関すること

　生活
に関すること

　お金
のやりくり

毎月第2月曜日 13:00～   参加費なし

高須市民センターで
開催しています。介
護予防体操、歌、ゲー
ム、出前講座などい
ろいろと工夫してい
ますが、気の合う仲
間とのおしゃべりの
時間を大切にしてい
ます。

毎月1回　10:00～   参加費なし

「無理せず、みんなで楽しく！」がモットーです。
私たちと一緒にボランティア、始めてみませんか？

生活の中の困りごとをいち早く見つけ、
つなぐこと…それが福祉協力員の活動です。

ゴミだしなどの
日常生活での
ちょっとした
手助けを

無理のない範囲
で行います。  

民生委員等と協力し
一人暮らしの高齢者や
高齢者のみの世帯
ひとり親世帯などを
訪問して声かけ
を行います。

見守りや助け合いの
活動で気づいたことや
問題点を話し合います。
みんなで話し合って、
よりよい解決方法を
見つけ出します。 

福祉協力員ってどんな人？

助け合い 見守り 話し合い助け合い 見守り 話し合い
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ボランティア養成講座を開催しました！ボランティア養成講座を開催しました！ボランティア養成講座を開催しました！ボランティア養成講座を開催しました！
　平成31年３月20日(水) 若松生涯学習センターで、若松区ボランティア養成
講座を開催しました。今回は、心療内科医 元福岡教育大学教授の宮田 正和 氏
をお迎えして、「ボランティア活動のためのストレス耐性の高め方とリラック
ス法」というテーマでお話をしていただきました。
　日常のストレス要因やストレス解消の方法、『レジリエンス』（心の抵抗力）
の高め方など、日々の暮らしやボランティア活動の中でストレスを溜めない方
法を学ぶことができました。また、メンタルヘルス障害を持っている人や被災
者に対する言葉のかけ方など実際にストレスを感じている人への対応方法も学
びました。

　参加者からは「あまりストレスは溜めない方ですが、ストレスが溜
まっている人の気持ちが少し理解できました。『心ウソツク、体ウソ
ツカナイ』が非常に心に残りました。」「災害等で被害を受けた人に
対する言葉遣いは、特に気をつけたいと思いました。」「ボランティ
ア活動をする上で、見かけではわからないこともあるので、今回の講
座で見識を深めることができた。必ず相手からの発信（発言）を待っ
て、話し方に注意して声掛けしていきたい。」などの感想が寄せられ
ました。

　ボランティアセンターでは、シルバーひまわりサービスという虚弱高齢者に対する送迎サー
ビスを実施しています。昨年度は、延べ1,442人のボランティアの方にご協力いただき、延べ
721人に対し外出支援をすることができました。また、地域の皆様に『プルタブ』、
『古切手』、『書き損じはがき』などの収集活動にご協力いただいています。
昨年度の収集物は、換金し約15,000円の収入となりました。これは皆さま
のボランティア活動や地域福祉活動を支援するために使わせていただいてい
ます。
　昨年度も多くの皆様に様々なボランティアにご協力いただき、感謝申し上
げます。ボランティアセンターは皆さまのご協力で成り立っています。
　今後ともよろしくお願いいたします。

◆◆◆◆

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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（平成31年2月～平成31年4月30日受付分 敬称略）
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「社会福祉に役立ててほしい」と本会にご寄付がよせられました。
受領いたしました皆様のお気持ちは、社会福祉事業のため、有意義に使わせていただきます。
ご寄付されました方々は次のとおりです。

賛 助 会 員 を募集します！
　健康マイレージとは、北九州市在住又は北九州市在勤の40歳以上の
方を対象に、健康診査を受診し、健康づくりに取り組み、ポイントをため
て、景品と交換することで健康づくりへの関心を高めてもらう事業です。
●実施期間  2019.6.1～2020.3.2
●健康診査対象期間  2019.3.5 ～ 2020.3.2
●ポイントシール配付期間2019.6.1～2020.3.2
　※リーフレット配布は7月から
●景品応募期間 2019.10.1～2020.3.2
お問合せ　北九州市社会福祉協議会 生活福祉課
　　　　　 TEL 873-1296　FAX 873-1351
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福岡ひびき信用金庫イングスクラブ様
よりサンリブ若松での街頭募金の一部
をご寄付いただきました
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